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イントロダクション

STEP 1
解決したい

課題は何か？

STEP 2
現在地はどこか？

STEP 3 
どうすれば現状
をより良くでき

るか？

一緒にはじめましょう！

道のり：3 つのステップ
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イントロダクション
2019 年 5 月の発足以来、これまで 43 カ国が「パブリック・セクターのイノベーションに関する宣言（Declaration on Public 
Sector Innovation）」を遵守しています。この宣言は、政策目標達成のためにパブリック・セクター (*) におけるイノベーショ
ンの体系的な活用法について、周知し強化する 5 原則を含んだ法的文書です。OECD のパブリック・セクター・イノベーション
研究機関（OPSI）は、概要を示す 5 原則がどのように行動を促せるのか、どのように様々なレベルの関係者 (**) が宣言にアクセ
スし、関わり、その価値を引き出せるのかを理解するため、各国と協力してます。

このプレイブックは、パブリック・セクターの課題を解決するために宣言内の原則をどのように適用できるかについて、実践的
なガイダンスに変換するための、わかりやすく実行可能な手段を提供します。 特に、トップ層や中間管理職を対象としており、
利用者が革新的な挑戦に対する認識を深め、パブリック・セクターのシステム改善の機会を特定し、イノベーションの原則とコ
ミットメントを具体的な行動に移すのに役立ちます。プレイブックによって、政府全体の横断的な評価と支援が可能になります。
つまり、プレイブックをイノベーションに対する組織戦略の包括的なアプローチとして利用できるのです。

行動の選択肢、ツール、世界的な事例の提示を通じて、プレイブックはパブリック・セクターのイノベーションを育み・支援します。
このプレイブックを通じて、OPSIツールキットナビゲータやOPSI事例データベースを含む既存のリソースにもアクセスします。 

* 監訳註：原著では public sector であり「公共部門」と表現可能。しかし、それでは OECD が定義する public sector の広範な意味を十分に捉えられない可能性
がある。OECD による定義では、「public sector」が指す対象は非常に幅広く、中央政府や地方自治レベルでの立法、行政、司法機関はもちろん、公共企業、国有
企業、公共民間パートナーシップ等の関係者も含む。さらに、健康、教育、公共交通などを提供する官公庁や団体もこれに含まれ、外部委託事業としてや私的資金
で運営されている公共サービスも対象である。よって当翻訳版では「パブリック・セクター」と記載している。これにより、OECD の定義に含まれる日本のさまざ
まな関連組織の活動も柔軟に含めることが期待できる。（参照：Recommendation of the Council on Public Integrity, OECD Legal Instruments）

** 監訳註：原著では public officals であり「公務員」と表現可能。しかし、上記の監訳註 * と同様、日本語における「公務員」は OECD が想定しているパブリック・
セクターで働く人々よりも狭い意味で使われることが一般的である。当プレイブックが示す public officials の広範な含意を捉えるため、抽象的ではあるが「関係者」
という言葉を採用した。
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https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/oecd-legal-0450
https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/oecd-legal-0450
https://oecd-opsi.org/toolkit-navigator/
https://oecd-opsi.org/case_type/opsi/?_sort=title_desc
https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/OECD-LEGAL-0435
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ユーザー中心 
ユーザーのニーズや課題に応えるよう構築

（共感的に）  

プレイブックの共創と実験

プレイブックは、利用しやすく、実行可能で、ユーザー中心という、一連のガイドラインを具体化したデザイ
ンとなっています。

プレイブックは、10 カ国（オーストラリア、ベルギー、チェコ共和国、ドイツ、ルクセンブルク、オランダ、
ポルトガル、ルーマニア、スペイン、スウェーデン）からなる運営グループと、アドバイザー国であるフィン
ランドとデンマークの支援による共同創造プロセスを通じて開発されました。

プレイブックが状況を踏まえた課題に確実に答えられるよう、運営グループのメンバーは各国の関係者とテス
トセッションを企画しました。

イノベーションに魔法の解決策や特効薬はありません。プレイブックは、課題に対する標準的な答えを提供す
るのではなく、イノベーション能力を向上させるための出発点と選択肢を提供します。これプレイブックが機
能するためには、関係者はプレイブックで提示されたアイデアを批判的に検討し、日常的な状況に適応させな
ければなりません。 

使いやすい
簡単な言葉を使用し、視覚的要素に基づ
いてユーザーの課題に焦点を当てる 

実行可能
行動を起こすための具体的なアドバイス
とレバレッジ・ポイントを提供
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共同のワークショップを開催して、チームと一緒にプレイブックを実践しましょう。お互いの課題を話し合い、解
決策を見つけるために集まります。必要なリソースは以下で無料で利用できます。

また、皆さんの声もお待ちしています。プレイブックをどのように活用したか、また体験をより良くするための
フィードバックもお聞かせください。

チームと一緒にプレイブック
を活用しよう！

ファシリテー
ションガイドと
MURAL テンプ

レート

プレイブック活用方
法に関するチュート

リアルビデオ  
フィードバックを送

る

https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2022/02/Innovation-Playbook-Facilitation-Guide_May2022.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2022/02/Innovation-Playbook-Facilitation-Guide_May2022.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2022/02/Innovation-Playbook-Facilitation-Guide_May2022.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2022/02/Innovation-Playbook-Facilitation-Guide_May2022.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=MymoO7zOk24
https://www.youtube.com/watch?v=MymoO7zOk24
https://www.youtube.com/watch?v=MymoO7zOk24
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このプレイブックの使い方
このプレイブックは、あなたを 3 つのステップからなる
旅へと誘います。まず、あなたの課題に関連するイノベー
ションの原則を特定します。次に、現在のイノベーション
の能力を評価し、最後にそれらの課題に対処するための一
連の行動を提供します。

スタート地点：どんだ課
題に取り組むか？

「イノベーションに関する宣
言」の中で、自分の課題に最
も関連する原則を見つけるた
めに、促す質問を使うことが
できます。

このプレイブックは、順番にページを読むレ
ポートではありません。どれか 1 つの課題か
ら始めてください。その他の解決したい課題
に対しても同じステップを踏むことができま
す。

変化を活用する：状況
を改善するために何が
できるか？

プレイブックでは、課題に
対処するために適応・採用
できる幅広い選択肢が提供
されます。提案された主要
なアクションに対して、実
際の例や使用できるツール
も提供されます。状況をフレームに収める：現在の状況は？

関連する原則が紹介され、アセスメントのための質
問を使って現在の状況を把握し、支援が必要な領域
を特定できます。



イノベーションの 5 原則

パブリック・セク
ターでのイノベー
ションを受け入れ
促進する

すべての関係者に
イノベーションを
奨励し、能力向上
を促そう
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新しい協力関係を
築き、多様な視点
を取り入れる

探索・反復・テ
ストを支援して
可能性を追求す
る

経験からの教
訓を広め、実
践法を共有す
る



解決したい課題は何か？

次のページ以降に続く問いかけは、各イノベーションの原則に関連する重要な課題
をいくつか示しています。あなたの課題に最も適した原則を特定するため参考にし
てください。
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どうすればイノ
ベーションへの
賛同者を増やし、
維持できるか？ 

どうすればイノベー
ションの重要性と価
値をより明確にでき

るか？ 

どうすれば政策立
案、戦略、組織を
より革新的なもの
に変えられるか？

どうすれば組織の
トップレベルでイ
ノベーションの慣

習を育成・維持でき
るか？

8         INNOVATION PLAYBOOK   |   WHAT ARE THE INNOVATION 

どうすれば、イノ
ベーションを促進
する文化を醸成で

きるか？ 

どうすれば、多岐
にわたるイノベー
ションのポート

フォリオを構築し、
それらを後押しで

きるのか？  

原則 1 

パブリック・セク
ターのイノベー
ションを受け入れ
促進する
課題は特定できましたか？

課題を解決する



どうすれば実験的で
リスクを取る個人の
意欲や組織体制を受
け入れ採用できる

か？

どうすれば実験的な
態度・動機・マイン
ドセットをサポート

できるか？

どうすれば革新的な原則、
実践、アプローチを日常
の業務やワークフローに

組み込めるか？

どうすれば多様なイ
ノベーション実践の
能力とスキルを強化

できるか？

原則 2

すべての関係者にイ
ノベーションを奨励
し、能力向上を促
す

課題は特定できましたか？

課題を解決する
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どうすれば政府の階
層、社会の異なるセク
ター、国境を超えて協
力し、共創できるか？

どうすれば革新的な
取り組みに関連する
意思決定に、多様な
視点を反映できる

か？

どうすれば市民中心の原
則と利害関係者の関心・
関与を、パブリック・セ
クターのイノベーション
プロセスに組み込める

か？

どうすれば新しく浮
かび上がってきた

声に耳を傾け、イノ
ベーションの可能性
を見極められるか？
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原則３

新しい協力関係
を築き、多様な
視点を取り入れ
る
課題は特定できましたか？

課題を解決する



どうすれば新しい解
決策やアプローチを
検証したり何度も試
し探求する機会を創

造できるか？

どうすれば実験の
ための安全な空間
を創造し、そこか
らベネフィットを

得られるか？

どうすれば政府全体でよ
り明示的な実験、試行錯
誤、俊敏さを具体的に統

合できるか？

どうすれば有望な可
能性を探求し、将来
の課題に備えられる

か？

原則４

探索・反復・テス
トを支援して可
能性を追求する

課題は特定できましたか？

課題を解決する
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どうすれば継続的な
学びやフィードバッ
ク、試行錯誤を支援

できるか？

どうすればイノベーショ
ンの経験と成果を可視化
して魅力的にみせ、より
良く伝えることができる

か？

どうすれば政府全体
での革新的プロジェ
クトや取り組みにつ
いて学んだ教訓を、
共有し広められる

か？

どうすれば革新的な手法
やアプローチ、成果につ
いて、その価値とインパ
クトをより良く理解・評

価できるか？

12         INNOVATION PLAYBOOK   |   WHAT ARE THE INNOVATION 

どうすれば、省庁間
での新しい交流と
横断的コラボレー
ション法を創造し、
政府内の気づきや
洞察を行動につな

げられるか？

原則５

経験からの教訓
を広め、実践法
を共有する
課題は特定できましたか？

課題を解決する



課題から行動へ
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原則１

パブリック・セクターにおけるイノベーショ
ンを受け入れ促進する
第１の原則を取り入れるうえで、重要となる５つの側面：

イノベーションをうまく行
うためには、他の重要な部
門と同様に、投資とサポー
トが必要であると認識する

イノベーションシステムを監
督する機能を設立・運営する。
その際に、異なるレベルの政
府の責任と機能を考慮する。
また、政府内がどの程度中央
集権化されているかを理解す

る
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政府が自らの目的を達成
し、政府のサービスを受領
する人々のためにより良
いことをする手段の一つ
としてイノベーションを

受け入れる イノベーションの多面的
な性質を理解し、関連す
るニーズ、目的、優先順
位に合わせた機能的な

ポートフォリオアプロー
チを採用する

既に起きているイノベー
ションに注目し、そのサ

ポートをする
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原則 1

パブリック・セクターにおけるイノベーショ
ンを受け入れ促進する

なぜ原則１が重要なのか？
原則１（パブリック・セクターにおけるイノベーションを受け入れ促進する）は、政府において革新的なアプロー
チを広く促進・前進させるリーダーシップの必要性を強調しています。

イノベーションが最も花開きやすいのは、はっきりと明確にイノベーションが支持されたときです。リーダーは
イノベーションを奨励・認識し、戦略的な指示と文化の醸成を通じてイノベーションへの関心を高め、部門のサ
イロ化、リスク回避的な文化、または硬直的な手続きに直面した際にも、不確実性と実験を受け入れる態度を示
すことができます。

パブリック・セクターのイノベーターはインスピレーション以上のものを必要とします：彼らは、イノベーショ
ンを具現化するための規制、政策、および資金調達の手段にアクセスできる必要があります。また、野心的な計
画は、その意図を実践に移す具体的なアクションと組み合わせなければいけません。マネジメントスキル、プロ
セス、およびツールについても、イノベーションを引き出し、維持するために採用・開発されるべきです。

公共機関は、社会的な課題・機会に取り組み、それを予期する手段として、ミッション指向のイノベーションや
予見的なイノベーションの活用を含む新しい方法を取り入れるべきです。



原則 1

パブリック・セクターにおけるイノベーションを
受け入れ促進する

次の質問を利用して、あなたの
現在のイノベーション能力を評
価してみてください。ギャップ
が見つかれば、このプレイブッ
クが現状改善のために取るべき
適切な行動を提示します。

他の課題を選択
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政治家やパブリック・
セクターのリーダー

は、はっきりと明確に
イノベーションを支持

していますか？

この領域を
改善する

イノベーションは政府
の各セクター・組織を
横断して行われていま

すか？

この領域を
改善する

イノベーションの
構想は実際の行動
につながっていま

すか？

この領域を
改善する

イノベーションを支援
するための規制、管理、
および資金調達の手段

は存在しますか？

この領域を
改善する

イノベーションの構想を設
計、開発、実施するための
実質的なサポート・監督機

能はありますか？

この領域を
改善する

イノベーション
に対するポート
フォリオアプ

ローチは採用さ
れていますか？

この領域を
改善する



リーダーやトップ層からの賛同を
促進させる方法
政治家やパブリック・セクターのリーダーは、はっきりと明確にイノベーションを支持していますか？

次のことを試したことはありますか？

O イノベーションのための戦略的方向性を策定するた
めに、組織の意識向上と支援を行い、革新的なビ
ジョンとミッションの採用をリーダーに呼び掛け、
また、その採用に貢献する。

O イノベーションのために全政府戦略を採用すること
の重要性を強調し、イノベーションが横断的に賛
同され、部門を超えてシナジー（相乗効果）が検
討されるようにする。

O リーダーからのサポートを示すメッセージが公然・
明確であるようにする - パブリック・セクターの
内外でイノベーションを支持し、それについてコ
ミュニケーションを取り、サポートする。

O 意思決定者とコミュニケーションを取り、イノベー
ションの問題を最優先に取り組むことで、イノベー
ションを阻む障壁に系統的に対処し、取り組む。

O 政治的なサイクルやリーダーの交代を乗り越えるこ
とができるイノベーション戦略・構想の開発、評価、
持続可能性について働きかける。
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O エビデンス、国際的なベンチマーク、そして得られた教
訓をもとに、リーダーを支援し、イノベーションの支
持と賛同を促す。

O 切迫した緊急のニーズと中長期の目標への志向をバラ
ンス良く組み合わせた戦略を策定する。

O イノベーションの体系的な定義（システムのレベルで
生じる能力、相互関係、課題を認識すること）を促進
し、パブリック・セクターのシステムにおけるイノベー
ションの能力を認識・開発しようとする管理構造と方
法論を要求する。

O 実務家とのフィードバックチャネルを開くことで、進捗
状況と得られた教訓を共有し、また、彼らの意見を収
集して目標、目的、アプローチを形作り、方向づける。

TOOLKIT  

OPSI が開発した「イノベーション能力フ
レームワーク（The Innovative Capacity 
Framework）」は、パブリック・セクターのシ
ステム全体でどのようにイノベーション能力が
理解されうるかについて包括的な視点を提供し
ています。また、「リーダーのための実践ガイ
ド（the Practical Guide for Leaders）」もイ
ノベーション文化を作るためのガイドラインと
ヒントを提供しています。

CASE STUDY  

フィンランド政府は「パブリック・セク
ターイノベーションに関する宣言（the 
Declaration on Public Sector Innovation）」
の原則を翻訳し、それに従うことを公式に宣
言しました。これにより、公務にかかわる人々
やマネージャーが彼らの日常業務を支えるた

https://www.oecd-ilibrary.org/governance/innovative-capacity-of-governments_52389006-en
https://www.oecd-ilibrary.org/governance/innovative-capacity-of-governments_52389006-en
https://www.oecd-ilibrary.org/governance/innovative-capacity-of-governments_52389006-en
https://vm.fi/en/public-sector-innovations
https://vm.fi/en/public-sector-innovations
https://vm.fi/en/public-sector-innovations


イノベーションの構想が実行に移される
ように改善する方法

イノベーションの構想は実際の行動につながっていますか？

次のことを試したことはありますか？

O イノベーションに関する戦略的目標とコミットメントを実践的な構想に翻訳し、それらを具
現化し達成する方法について適切なレベルの詳細内容を提供する。

O 公務にかかわる人々や組織がイノベーションの目標を具体的な行動に変換するためのツール
やプロセスにアクセスできるようにする。

O 具体的な結果に焦点を当てた行動志向の構想を通じて、実験と（もし可能性が証明されれば、）
イノベーションのプログラムやプロジェクトの実装を持続するための組織的・方法論的サ
ポートを提供する。

O たとえ小規模または段階的なものであっても、効果的に実装されたイノベーション構想に対
しては、それを可視化し報酬を提与える。

O 実践の中でその可能性を証明するようなイノベーティブなアプローチやソリューションを評
価し、（もし可能であれば、）その複製、適応、または拡大を可能にするか、または容易に
する手法を探す。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

「政策のためのデザインツールキット PROMPT（The 
Design for Policy Toolkit PROMPT）」は、ユーザーと市
民の参加を強化することにより、デザインが政策のサイク
ルに付加価値を与えることができる場所を特定したいと考
える政策立案者を対象としています。

CASE STUDY  

アイルランドのイノベーション戦略「イノベーションを現実
のものに - 今日を届け、明日を形作る（Making Innovation 
Real – Delivering Today, Shaping Tomorrow）」は、イノベー
ションへの意志を具体的な戦略的目標と行動に落とし込んでい
ます。この戦略は、市民中心のイノベーション、イノベーショ
ンの文化、拡大するイノベーション、変革するイノベーション
に焦点を当てています。この戦略には具体的な支援、ツールキッ
ト、ガイダンスが付属しており、各省庁やチームがこれらの行
動を業務や戦略に組み込むのを助けます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/prompt-design-for-policy-toolkit/
https://oecd-opsi.org/toolkits/prompt-design-for-policy-toolkit/
https://www.gov.ie/en/publication/6b625-making-innovation-real-delivering-today-shaping-tomorrow/
https://www.gov.ie/en/publication/6b625-making-innovation-real-delivering-today-shaping-tomorrow/
https://www.gov.ie/en/publication/6b625-making-innovation-real-delivering-today-shaping-tomorrow/


イノベーションへのサポートと監督機能
（スチュワードシップ）の向上法

イノベーションの構想を設計、開発、実施するための実質的な支援・監督機能はありますか？

次のことを試したことはありますか？

O 公共組織、関係者、公共マネージャーに対して、イノベー
ティブなアプローチに取り組むための明確な権限を与
える。

O 公共組織や関係者がイノベーティブなアプローチや構
想を採用・推進することができるような認可環境とイ
ンセンティブ体系を提供する。

O イノベーティブな構想に対しては、それらの設計、実施、
管理を含めて、必要な資源を一貫して提供する。まず
は、関係者に対して、イノベーティブなアプローチで
彼らの課題に対処するために必要な時間を確保するこ
とから始める。

課題を特定する質問に戻る
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O 公共管理におけるイノベーションの戦略的役割を推進
し、イノベーティブな構想のパフォーマンス、持続可
能性、そしてレジリエンスが重要な要素としてマネー
ジメントレベルで考慮されるようにする。

O 公共組織でのイノベーションを積極的に推進、サポー
ト、そして舵取りするようにマネージャーを奨励し、
そのミッションに従事するために必要なリソース、ス
キル、姿勢へのアクセスを提供する。

O 例えば、助言・サポート・監督機能の提供を可能にす
る横断・共有構造の構築などを通じ、イノベーション
の構想を監督する方法を考案し実行する。（例：イノ
ベーションチームの構築、アクセス可能なリポジトリ
の存在、データ共有プラットフォームの運用、実践コ
ミュニティの存在等）

TOOLKIT  

「イノベーションの意思決定改善ツールセッ
ト（Improved Innovation Decision Making 
Toolset）」は、問題解決能力を高めようとす
る組織や個人のためのガイドとして、より効
果的なイノベーションとコラボレーションが

CASE STUDY  

ベルギーの NIDO イノベーション・ラボは、関
係者が実験的に課題に取り組み、革新的で持
続可能な解決策を見出せるよう、指導と実践
的な専門知識を提供することで、パブリック・
セクターのイノベーションを刺激し、支援し
ている。NIDO は、革新的なアプローチのため
のリソースを提供し、ストーリーテリングや
ネットワークを通じてイノベーターをつなぐ
ことで、イノベーションのための空間づくり
を支援している。 

https://oecd-opsi.org/toolkits/improved-innovation-decision-making/
https://oecd-opsi.org/toolkits/improved-innovation-decision-making/
https://oecd-opsi.org/toolkits/improved-innovation-decision-making/
https://www.nidolab.be/nido/


政府の各部門や組織を横断するイノ
ベーションを改善する方法
イノベーションは政府の各部門や組織を横断して行われていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 政府全体で、イノベーティブな実践とコミットメントに関して共通の定義を策定し、それ
を採用することを推進する。

O 政府横断で、アジェンダとイノベーション戦略を整合・協力・補完することを確認する。

O 組織や部門間の連携を確保し、それらの相乗効果や知識・リソースの移転を促進すること
で、各部門にまたがるイノベーションを普及・拡散するためのメカニズムを開発し、そ
のツールを推進する。

O 共通の課題と目標に取り組むために、政府の部門、セクター、サイロを超えた協働を促進
する。

O イノベーティブなチームを、横断的で業務実施を行う役割に配置する。（例：政府全体に
おけるパイオニアやコネクターとして活動する）。

O イノベーションが孤立化し、その責任と構想が専門的で孤立したチーム・部門・組織に閉
じ込められることを防ぐ。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

「プラットフォームガバナンス（Platform Governance）」
については、この短い紹介でその手法、原則、例について学
ぶことができます。デンマークデザインセンターは、そのよ
うなプラットフォームのアクターや潜在的な参加者の概要を
把握するためのエコシステムマッピングツールを提供してい
ます。

CASE STUDY  

オーストラリアのビクトリア州政府は、主要なテーマ領域
別に関係者をつなぐオンラインプラットフォームを構築し
ました。関係者は、5 つのパブリック・セクター改革優先
事項に特化したネットワークを通じて、部門や政策の孤立
領域を越えて協力することで、学び、成果を向上させる
ことができます。同様に、スウェーデンは「Samverket 
Public Sector Innovation Hub」を立ち上げ、公共機関の
境界を破り、持続可能な未来のための解決策を共創する協
働・協創ハブを作りました。

https://vimeo.com/317198660
https://www.vic.gov.au/join-government-network
https://www.samverket.se/english
https://www.samverket.se/english


イノベーションを支援する法的枠組み、
政策、資金供給の仕組みを改善する方
法

 イノベーションを支える法的枠組み、政策、資金供給の仕組みはありますか？

次のことを試したことはありますか？

O 有効だと証明された革新的なアプローチの恩恵を、
妨げたり、遮断したり、無視したりすることのな
いように、経営手段や経営プロセスを設計する。 

O イノベーションを思い留まらせたり、妨げたりして
いると思われる既存の法的インフラや社会規範的
な規制を特定するとともにお役所仕事を削減する
ための方法を開発する。 

O ウォーターフォール型、中央集権型、トップダウン
型の経営モデルのみに依存するのではなく、柔軟
で機敏かつ分散型の意思決定プロセスに基づく政
策、管理、経営プロセスの採用を促進するとともに、
そういった状態を維持する。 

     

課題を特定する質問に戻る
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O 既存の政治的な支持と与えられた資源を最大限に活用す
るため、イノベーションを起こすためのイニシアティ
ブの継続を可能するとともに、インセンティブを与え
るような法的手段と規制メカニズムの開発と適用を推
進する。

O 実験的プロセスを可能にする方法として、規制、政策も
しくは資金調達手段以外の代替的アプローチを用いる。

（例えば、革新的な調達手法の使用や、実験的なプロセ
スのための特別な予算を割り当てるなど）

  

TOOLKIT  

「EU 質の高い行政ツールボックス（EU Quality 
of Pulic Administration Toolbox）」は、豊か
で公正かつ強靭な社会を目指し、行政の質
を向上させるためのリソースを提供してい
ます。また、世界経済フォーラムが提供す
るアジャイル・ガバナンスツール も、有用
な情報やリソースとともに提供しています。

CASE STUDY  

パブリック・セクター変革のためのフランス政府
基金は、パブリック・セクターの質、効率、革
新性を向上させるプロジェクトを支援してい
ます。このイニシアチブは、政府部門におけ
る変革とイノベーションに必要な技能を身に
着けさせ、そういった動きを支援することを
目的としています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/quality-of-public-administration-a-toolbox-for-practitioners/
https://oecd-opsi.org/toolkits/quality-of-public-administration-a-toolbox-for-practitioners/
https://www.modernisation.gouv.fr/transformer-laction-publique/fonds-pour-la-transformation-de-laction-publique
https://www.modernisation.gouv.fr/transformer-laction-publique/fonds-pour-la-transformation-de-laction-publique


イノベーションのためのポートフォリオ・
アプローチを改善する方法 

イノベーションのためにポートフォリオ・アプローチを活用していますか？ 

次のことを試したことはありますか？

O 異なるイノベーションへの取り組みに対して資源が行き渡るよう、ひとつの戦略として多様なイ
ノベーションへのアプローチを支援している。 

O イノベーションは、現在の解決策を拡張・適応させつつ、複雑なミッションを達成し、将来の課
題を予測・準備するためのものであるようにする。

 O ひとつの組織にすべての機能を集中させたり、獲得しようとするのではなく、さまざまな公的機
関の能力を結集して、イノベーションのためのポートフォリオを利活用することによって、そ
の恩恵を享受することができる可能性を、正しく評価する。

 O イノベーションのライフサイクルのそれぞれの段階において、バランス良く、注意を行き渡らせ
るとともに資源を分配する。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

 Future by Lund によって作成された「イノベーションのレ
シピ」には、OPSI の Innovation Facet Model に準拠した
イノベーションのためのフレームワークを紹介しています。

CASE STUDY  

 OPSI のポートフォリオ探索ツール（PET）を試してみてくだ
さい。このツールでは、あなたの組織が、別のタイプのイ
ノベーションを受け入れることができるかどうか、簡易的
に調べることができます。イノベーション・ポートフォリ
オについてもっと学ぶためには、OPSI のイノベーションに
関するメモをご参照ください。

https://drive.google.com/file/d/1v0LdEkYzC7cnJtgVwmHS_Lyg3HRK5UXy/view
https://drive.google.com/file/d/1v0LdEkYzC7cnJtgVwmHS_Lyg3HRK5UXy/view
https://oecd-opsi.org/pet/


原則２

全ての関係者にイノベーションを奨励し、
能力向上を促す
第２の原則を取り入れるうえで、重要となる５つの側面：

 関係者がイノベーションを
起こしやすくなるように、
彼らを支援するための構造
やプロセスを構築するとと
もに、適切な労働条件を確
保する。また、イノベーショ
ンを不必要に妨げている可
能性のある既存のルーチン

を継続的に見直す。  イノベーションを起こす
ためには、多様な技術、能
力、そしてモチベーション
が必要であることを理解

する。
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  オープンな文化、失敗
から学ぶ文化、部署や分
野を超えて協力する文化
が、イノベーションの実
践にもたらす利点を認識

する。
 

 誰がどのように参加し、
貢献できるかを全員が把
握できるように、イノ

ベーションのための責任
の所在を明らかにする。

 公的機関や関係者に対し
て、彼らの業務の中心的な
役割として、新しいアイデ
ア、テクノロジーまたは働
き方を模索するために適切
なリスクを取ることを認め

る。



原則２

すべての関係者にイノベーションを奨励し、能
力向上を促す

なぜ原則２が重要なのか？
社会は、新しい考え方や働き方を必要とする複雑な課題に直面しています。イノベーションは、関係者や管理職に、こうし
た複雑な課題に新たな方法で取り組む可能性を提供します。イノベーションがなければ、行政の能力と社会の差し迫ったニー
ズとの間にギャップが生じる可能性が高いでしょう。その宣言 [ ※訳者注 : 公的分野におけるイノベーションに関する宣言 ]
の第二の原則は、イノベーションを奨励するとともに、すべての関係者に対してイノベーションを起こすためのツール、能力、
あるいは機会を与えることの重要性を指摘しています。

政府のあらゆるレベルでイノベーションを奨励・支援し、関係者や管理職をこうしたプロセスに関与させることは、大きな
機会をもたらすと考えられます。例えば、リスク回避的な傾向や失敗への恐怖に対抗するために、実験的な取り組みをして
も大丈夫な環境やイノベーションを認可する環境を整備したり、維持したりすることができます。システム、組織、あるい
は個人の各レベルにおいて、イノベーションを起こすためのインセンティブや刺激を生み出すことは、関係者の取り組みへ
の道を切り開くだけでなく、革新的なアプローチを推進する関係者や公的なチームに報いるためにも重要なことです。

単にイノベーションのために許可や目的を創り出すことを越えていくことに対する需要を支援しましょう。個人や組織は、
市民を中心とした革新的なパブリック・ガバナンス（公共統治）を支援するために必要な時間、能力、スキルを与えられな
ければなりません。
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すべての関係者にイノベーションを奨励し、能力向上を促
す

次の質問を利用して、あなたの
現在のイノベーション能力を評
価してみてください。ギャップ
が見つかれば、このプレイブッ
クが現状改善のために取るべき
適切な行動を提示します。

          他の課題を選ぶ
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イノベーティブな取
り組みに対して、関
係者の関与は強化さ

れているか？

この領域を
改善する

 イノベーションのた
めの相互扶助的な文
化を生み出すための
施策は採用されてい

るか？

この領域を
改善する

イノベーティブな取
り組みを評価、支援、
奨励するようマネジ

メント・プロセスは設
計されているか？

この領域を
改善する

 関係者のスキルと創造的な
活動に対する自信が、絶え
ず育まれるようにデザイン

されているか？

この領域を
改善する

 日常の業務の中で、関係
者がイノベーティブなアプ
ローチを取ることが認めら
れており、そのためのイン
センティブも与えられてい

るか？
この領域を
改善する

 イノベーションとイノ
ベーターに対する、ポ
ジティブな認識とイン
センティブはあるか？

この領域を
改善する

原則２



関係者の参画を強化する方法
革新的なイニシアティブへの関係者の参画は強化されてきましたか？

次のことを試したことはありますか？
 
O 課題の定義、プロセスの開発、革新的なイニシアチブの成果の評価において、関

係者の参加と責任を尊重すること。

O 関係者にイノベーションの過程の一部となることを奨励すること。つまり、関係
者に、アイデアを共有し、イノベーションと変革に参加し、オーナーシップを
持つことを奨励すること。

 O  革新的なイニシアティブにおける関係者の参画と協力を支援するガイドライン、
方法論、手法の採用を推進すること。

 O 革新的なイニシアティブへの関与について、すでに献身的な「イノベーター」
だけでなく、すべての関係者のニーズや懸念を調査し、対処すること。 

 O 現在革新的な取り組みに参加している関係者や管理職と、新たにイノベーショ
ンに参加するもしくは興味を持っている関係者や管理職との交流を促進するこ
と。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

 ツールキット「Liberating Structures」は、従来の組織
設計や戦略設計を補完することを目的としています。こ
れらのツールは、包括的な共同作業の場で使用されるよ
うに設計されていますこと。

CASE STUDY  

 オランダの中央政府イノベーション・コミュニティ（RIC）は、
政府内でのイノベーションの活用に関する知識とベストプ
ラクティスを共有するために活動している。このコミュ
ニティには、もともと 2 つの省庁が参加していましたが、
現在は 12 の省庁が参加するコミュニティへ成長しまし
た。このコミュニティでは、イノベーションに関する情報
共有とイノベーションへの参画を促進するため、イノベー
ションに関する知識を供給するとともに、プラットフォー
ムを提供しています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/liberating-structures/
https://www.rijksinnovatiecommunity.nl/


イノベーションを支援する文化を刺激
する方法 

イノベーションを支援する文化を創造するための施策が採用されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O パブリック・セクターのシステム、組織、チーム全
体にわたって、戦略的かつ実践的なレベルで文化
的変革を積極的かつ明確に優先すること。

O 関係者が革新的なアプローチを開発・実施すること
を容認するだけでなく、積極的に奨励するパブリッ
ク・セクターの文化を推進する。つまり、公的サー
ビスの基礎的な価値としてイノベーションを積極
的に指示すること。

O 再現を支援し、優れた事例を再利用し、過ちを繰り
返さないための方法として、良いイノベーション
の経験や悪いイノベーションの経験からも学んだ
教訓の共有を維持・奨励すること。

O イノベーションに対する熱狂的なファン、インフル
エンサーまたは実践者としての役割を担う関係者
を認め、尊重すること。

課題を特定する質問に戻る
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O 関係者のリスクテイクとオープンなマインドセットの
必要性を容認するとともに、オープンに議論するこ
と。

O 計画通りに進まない取り組みから学ぶことの重要性を
強調する。つまり、そういった事例を単に失敗とみ
なすのではなく、学んだ教訓を定着させ、共有する
こと。

 O 革新的なイニシアチブの開発、その道のり、困難さ、
成果に関するモデルやツールを流通させるとともに、
経験や資源を交換するため、公的組織間の相互支援
を奨励すること。

 O 公的機関の管理職や職員の経験を大切にする組織文
化を促進すること。

TOOLKIT  

カルチャー・マップは、組織が組織文化を評
価し、マッピングし、変革するために使用で
きるツールです。このツールは、イノベーショ
ン文化を促進するため、成果、行動、活用で
きる資源、障害をめぐる会話を導くためのグ
ループ活動として設計されています。

CASE STUDY  

国連児童基金（ユニセフ）は、チームが成功
体験を共有するだけでなく、失敗や疑問も
受け入れる「失敗の金曜日」を導入しまし
た。知識の共有や学習だけでなく、こうした
シンプルな活動は「リスクを取ることを制度
化」し、関係者の革新的なスキルや態度を
奨励するのに役立っている。オランダでは、
Institute for Brilliant Failures（IvBM）が、
失敗から学び、リスクテイク活動を受け入れ、
その経験を他の関係者に紹介することの重要
性を強調しています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/culture-map/
https://www.unicef.org/innovation/stories/researching-innovation-labs-2
https://www.briljantemislukkingen.nl/


イノベーティブなアプローチを経営に組み
込む方法

マネジメント・プロセスは、イノベーティブな取り組みを評価し、支援し、奨励していますか？

次のことを試したことはありますか？

O  管理レベル、すなわち計画、予算、人事において、
イノベーションを支援するプロセスと方法論を
開発すること。

O 目標の定義や活動の評価・査定を含め、関係者
や管理職の革新的活動を保護し、育成し、報い
る。

O 管理手段やプロセスが、革新的なアプローチの
恩恵を邪魔したり、妨げたり、無視したりしな
いようにすること。組織における行政上のボト
ルネックやお役所仕事を明らかにし、変革を促
すこと。

 

課題を特定する質問に戻る
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O 行政プロセスや管理方法において、アジャイルで、
分散型で、柔軟な取り決めを推進するなど、公的
部門における代替的な模索や働き方を可能にする
こと。

 O イノベーション・プロジェクトが、実験的・共同
的アプローチを支援する行政プロセスや管理モデ
ルを活用できるようにするとともに、その発展を
阻害したり矛盾を生じさせたりする可能性のある
中央集権的、トップダウン的、既成のプロセスを
避けること。

 O 関係者が革新的なアプローチを設計し、実施する
ためのスキル、知識、能力を開発するための専門
能力開発の機会を確保すること。

TOOLKIT  

Board of Innovation は、最先端のイノベーション・
マネジメント理論を、実践的で使いやすく、実用的
なイノベーション・ツールに変換することによって、
Innovation Tools を開発しました。

CASE STUDY  

カナダ政府の Experimentation Direction では、
上級管理職（副責任者）が資金の一定割合を実験
に充てることを推奨しています。この取り組みを
通じて、組織的な期待が生まれ、報告要件と結び
つくことで、新しいアプローチを開発するための
継続的な実験と革新の文化が育まれます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/bio-innovation-tools/
https://impact.canada.ca/en


関係者のスキルと創造性に対す
る自信を絶えず開発する方法
関係者のスキルと創造性への確信は継続的に高まっていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 公的機関や職場で才能を採用、維持、促進させながら、革新的なスキルを評価する。

O 関係者が情報を入手し、新しいアプローチの実験、イノベーションやテストに必要
な知識、スキル、トレーニングに実際的に従事する機会を確保する。

O イノベーションに火をつけて持続させるために必要なスキルを考慮したトレーニン
グカリキュラムと教育的アプローチを設計する。

課題を特定する質問に戻る

29         INNOVATION PLAYBOOK   |  HOW TO IMPROVE  

TOOLKIT  

イノベーションラーニングのプレイブックは、イノベーショ
ンのスキル、方法、ツールを広めたり、イノベーション能
力を構築したりしたいイノベーションの実践者をサポート
します。

CASE STUDY  

パブリック・セクターのイノベーションを大規模に解き放
つためには、関係者のスキルと態度を涵養し、構築する必
要があります。OPSI はイノベーションスキルモデルを開発
し、パブリック・セクターのイノベーションのための 6 つ
のコアスキル ( 反復、データリテラシー、ユーザー中心主
義、好奇心、ストーリーテリング、行動 ) を強調しています。
今日の公共政策の課題に対応するために適応されたこのモ
デルは、状況の認識を深め、パブリック・セクターの能力
レベルを高めるために活用できます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/playbook-for-innovation-learning/
https://oecd-opsi.org/work-areas/innovative-capacity/


パブリック・セクターの職場における
イノベーティブなアプローチを改善す
る方法   
関係者は、日常の職場活動でイノベーティブなアプローチの採用を許可されており、それに取り組
むインセンティブがありますか？

次のことを試したことはありますか？

O 革新的なアプローチ、方法、ツールが、例外ではなく、
通常の職場のダイナミクスとプロセスの一部とし
て組み込まれていることを確認します。

O 既成概念にとらわれないイニシアチブは、構想され
るだけでなく、実装され、結果を生み出すための
時間が必要であることを認識します。

O 指揮と集中管理を超えた職場でチームの自律性、個
人の責任、および分散リーダーシップを維持する
ための革新的な方法を模索し、促進します。

O パブリック・セクターのマネージャーや職員の人生
経験を気にかけ、純粋な専門知識や成果を超えた
個人的および集合的な経験と考え方を大切にする
組織文化を促進します。

課題を特定する質問に戻る
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O 革新的なイニシアチブが、実験、実装、学習を可能にす
るのに十分なリソースと柔軟性を備えていることを確
認します。

O 革新的なイニシアチブを追求するためのガイダンスとマ
ンデートとともに、様々な方法とツールへの可視性と
アクセスを提供します。

O 他の組織のコンテキストで再現および適応するのに適し
た、職場の配置と文化に革新的なアプローチを採用し
ているケースを特定します。

TOOLKIT  

ハイパーアイランドツールボックスは、創造的な
コラボレーションとチームや組織の可能性を実
現するための方法とアクティビティのコレク
ションです。

CASE STUDY  

ポルトガル政府の「異議申立権」により、行
政のギャップや問題を特定した職員やマネー
ジャーは、革新的な解決策を開発するための実
験プロジェクトの確立を促進することができま
す。「異議申立権」のメカニズムは、プロジェ
クトの期間中、この目的のために特定の法的手
段を使用して既存の法制度を一時的に停止する
ことです。このオプションにより、関係者は、
直面する手続き、サービス、およびポリシーの
障壁を解決するための革新的なアプローチを行
動及び開発するスペースを確保できます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/hyper-island-toolbox/
https://www.ina.pt/index.php/inicio-inovacao-ap-2/inovar-connosco/242-inovacao-ap/2591-projetos-experimentais-de-inovacao-2021


イノベーション/イノベーターへの
ポジティブな認知とインセンティブ
を向上させる方法
イノベーターとイノベーションに対するポジティブな認識とインセンティブはありますか ?

次のことを試したことはありますか？

O イノベーティブな取り組みやイノベーターによってプラスの影響が生まれ、イノベー
ションを推進できると認識している。

O 革新的な態度、慣行、スキルが、個人および組織レベルにおいて評価とパフォーマ
ンスの枠組みで考慮されるようにします。

O 革新的なソリューションとイノベーターに可視性を提供して、そのような介入を正
当化し、普及させ、潜在的に拡大するのに役立ちます。

O 公共サービス機能の側面としての革新的なイニシアチブの採用と参加を認識し、政
府職員の重要な価値、信条、スキルにイノベーションを統合します。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

公共機関のイノベーションに関して関係者やチームに報酬
と表彰を提供するために、「シリアスゲーム」などのゲーミ
フィケーションの採用を模索します。

CASE STUDY  

イノベーションを称える一般的な方法である賞は、革新的
なチームやプロジェクトにふさわしい認知を与えることが
できます。これらは事例を表面化させ、他の職員を鼓舞す
るのに最適です。しかし、賞だけでは十分ではありません。
OPSI は、既存のイニシアチブの概要を説明し、パブリック・
セクターのイノベーションに対する賞を巡る誇大宣伝につい
て議論し、機会と脆弱性の両方を指摘しました。

https://horizons.gc.ca/en/2016/01/01/serious-games-driving-results-for-public-sector-organizations/
https://horizons.gc.ca/en/2016/01/01/serious-games-driving-results-for-public-sector-organizations/
https://oecd-opsi.org/blog/whats-all-the-hype-about-innovation-awards-2/
https://oecd-opsi.org/blog/whats-all-the-hype-about-innovation-awards-2/


原則 3 

新たな協力関係を築き、
多様な視点を取り入れる

第 3 の原則を取り入れるうえで、重要となる５つの側面：

変化の可能性を示すわ
ずかな兆候に気づき、
イノベーションのため
の新たなニーズや機会

を特定するために、
それまでになかった新
しい意見にも耳を傾け

る 革新的なアプローチを必
要とする国境を越えた課
題について、他の国々と
提携する機会を模索す

る。
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パブリック・セクターの組
織が提携し、協力し、問題
に対する新しいアプローチ
や解決策を共同で作成でき
るように、さまざまな関係
者 ( 公的、私的、非営利、

個人 ) を結び付ける。 エンゲージメントの範囲と
共創の実践を強化し、様々
な形式を使用して、イノ

ベーションの取組みが生き
た経験と関連する専門知識
によって確実に通知される

ようにする 。

パートナーシップを構築
することで、組織内外や
イノベーションシステム
に存在する既存のネット
ワークを結びつけ、イノ
ベーションの能力を高め

る。



政府がより大きなイノベーションエコシステムから隔離され、複雑な課題に単独で対処しようとすると、イノベーションを通じてより
良い公共の成果を達成することが著しく困難になる可能性があります。3 番目の原則は、公的管理に多様なパートナーシップと声を関
与させることの重要性を強調しています。 

イノベーションが公共の価値をもたらすためには、市民、企業、その他のユーザーのニーズと期待を中心に据える必要があります。こ
のユーザー中心のアウトサイド · インの視点を採用することは、優先順位を定義し、プロセスを設計し、公共イノベーションの影響を評
価する際に重要です。こうした公共的価値の重要視は、革新的な実践に影響を与える政治的優先事項、リーダーシップ、及び戦略的方
向性の理解によって補完されるべきです。国境を越えた課題については、各国間で共通のイニシアチブに関与させ、構築するための新
しい方法を模索することを含め、国境を越えたパートナーシップとコラボレーションが重要です。 

パブリック・セクターの境界を越え、市民社会、起業家のコミュニティ、科学システム、及びその他の領域からの関連する利害関係者
を包含するコラボレーションは、共創と持続可能なイノベーションを促進する多くの形式を想定できます。透明性と説明責任、具体的
な結果の提示、イニシアチブの迅速なフォローアップは、持続可能性を生み出し、パートナー間の信頼を築くために重要です。 

過小評価されがちな新たな声や視点に特別な注意を払い、これらのコミュニティからのシグナルをポリシーやサービスの設計で考慮で
きるようにする必要があります。そのことを念頭に置いて、行政は、政策とサービスの両方の設計、開発、および使用を改善する方法
として、これらの視点に関与することへの障壁を明確に下げる必要があります。

原則 3 

新しい協力関係を築き、
多様な視点を取り入れる

なぜ原則３が重要なのか？
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原則 3 

新しい協力関係を築き、
多様な視点を取り入れる

次の質問を利用して、あなた
の現在のイノベーション能
力を評価してみてください。
ギャップが見つかれば、この
プレイブックが現状改善のた
めに取るべき適切な行動を提
示します。

         他の課題を選ぶ

革新的な取り
組みに利害関
係者は参画し
ていますか ? 
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この領域を
改善する

政府外の関係者との
透明性のあるパート
ナーシップが導入さ
れおり、それが後押
しされていますか ?

この領域を
改善する

イノベーション・
エコシステムに対
する支援・協議・
参画は行われてい

ますか ?

この領域を
改善する

多岐にわたる視点と
様々な知識領域は考慮

されていますか ? 

この領域を
改善する

多岐にわたる新し
い意見は反映され

ていますか？

この領域を
改善する

パートナー間で共
通の理解が構築・
涵養されています

か ? 

この領域を
改善する

革新的な取組みは、
ユーザーに対してだ
けでなく、ユーザー
とともに進められて

いますか？

この領域を
改善する



利害関係者の参画を強化する
方法
革新的な取り組みに利害関係者は参画していますか ? 

次のことを試したことはありますか？

〇政府部門および / またはセクターや社会全体の関連する利害関係者がイノベーション
のプロセスに関与していることを確認します。 

〇問題に関する視点の多様性を理解し、革新的なイニシアチブに係る関与がすべての参
加者にアクセスできるようにするよう努めます。 

〇具体的な目標を中心に、利害関係者が関与するネットワーク、パートナーシップ、コ
ミュニティに注意を払い、参加し、サポートして、意見やアイデアを収集して共有し、
新しいアプローチの価値を理解します。 

〇利害関係者間のコラボレーションがオープンであり ( 情報共有の観点からも含む )、明
確な目的を持ち、結果を生み出すために収束し、進捗状況をフォローアップできる
ことを確認します。 

〇利害関係者の参加方法と手法を紹介してアクセスを提供し、様々な組織のコンテキス
トで、既存の目的に応じて、エンゲージメントを適応及び採用する方法に関する選
択肢の範囲を拡大します。 

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

パートナーシップ分析ツールは、組織がコラボレーションの
目的の範囲をより明確に理解し、既存のパートナーシップ
を反映し、新しいパートナーシップを強化する方法に焦点
を当てるのに役立つように設計されています。

CASE STUDY  

スロベニア政府は、多様な利害関係者の視点が公共サービス
と政策の設計に組み込まれるようにするために、ポリシー
ジャムを開発しました。ポリシージャムは、特定の問題に利
害関係者を関与させるための包括的なアプローチを備えたイ
ンタラクティブなワークショップを使用して、より良いポリ
シーとソリューションを開発するための複数の利害関係者プ
ラットフォームを確立します。

https://oecd-opsi.org/toolkits/the-partnerships-analysis-tool/
https://oecd-opsi.org/innovations/policy-jam/


透明性の高いパートナーシップ
強化法
透明性の高いパートナーシップが導入され後押しされていますか？ 

次のことを試したことはありますか？ 

O 調達、入札、エコシステム開発、民間セクターや政府外のパートナーを巻き込ん
で社会の課題に取り組むパートナーシップ構築のための透明で信頼性の高いアプ
ローチの探求と採用を支援する。

O 関係性における公開性、誠実性、透明性、説明責任の必要性を明確に取り上げた
ガイドラインを採用する。

O 利益相反に関する認識を高め、このテーマに取り組むための公開討論を確実に行
う。

O パートナーシップにおける規制と支援を設計・開発しつつ、その中で現れたシグ
ナル、期待感、提案が認められ、 透明でオープンな方法で議論されるようにする。

O 政府外のパートナーとの関係を扱う枠組み、ガイドライン、チェックリストを開発・
採用し、パブリック・セクターのマネージャーや関係者にパートナーシップを構
築・維持するための明確性、信頼性、機会を提供する。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

P.ACT（パートナーシップ共同デザインツールキット）は、
バリューチェーン・パートナーシップや、既存のバリュー
チェーンの統合や新たなバリューチェーンの創造を目指
す組織とのパートナーシップを開始する起業家、イントラ
プレナー、ブローカー、ファシリテーター、アクセラレー
ターを対象としている。

CASE STUDY  

アクセラレート・エストニアは、スタートアップと公的機関
のコラボレーションを通じて複雑な問題の解決策を見出すた
めのパイロットプロジェクトである。起業家とパブリック・
セクターのマネージャーを結びつけることで、これらのパイ
ロットプロジェクトは、抜本的な解決策をテストし、社会の
課題を解決するための学びを集めるために利用することがで
きる。

https://oecd-opsi.org/toolkits/p-act-partnership-co-design-toolkit/
https://accelerateestonia.ee/


多岐にわたる視点や様々な知識領域に対す
る考慮を促進する方法
多岐にわたる視点や様々な知識領域が考慮されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 市民のニーズと期待を理解するために、イノベーション
プロジェクトに関連するさまざまな背景を持つ市民の
声を積極的に聞き、市民中心主義と市民からのフィー
ドバックのループを高いレベルで推進すること。

O 複数のアクターを巻き込み、彼らの公共におけるイノ
ベーション視点を認知するために、オープンで共創的
なイベント、プロセス、フォーラムを支援し、貢献す
ること。

O 様々なレベルの関係者の専門知識と視点を認め、彼ら
の知識とコミットメントをイノベーション開発に統合
すること。

課題を特定する質問に戻る
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O イノベーティブイニシアチブ開発において、様々な領
域の専門家、専門家、科学者の視点やインプットを訴
求し、統合すること。

O イノベーティブイニシアティブやプロジェクトには、
適切でバランスの取れた専門知識や視点が集まるよう
にすること。理想では、最初から行政や知識領域の多
様性を埋め込むことが望ましい。

O 青少年を含め、世代を超えた関わりを持ち、世代間の
影響を調査し、将来への見解や影響が考慮されるよう
にすること。

TOOLKIT  

「SISCODE Toolbox for Co-creation 
Journeys」は、製品サービス、政策、シ
ステムのアイデア出し、実施、評価に複
数のアクターやステークホルダーを参加
させる共創プロセスを改善する。

CASE STUDY  

「USE-IT!」は、イギリスのウェスト・バーミ
ンガムとスメジックにおける都市貧困に対処
するための地域全体のアプローチである。コ
ミュニティパートナーの意見を積極的に取り
入れ、パブリック・セクター、民間セクター、
市民社会の架け橋となることで、地域の資産
を掘り起こし、変化を生み出している。

https://oecd-opsi.org/toolkits/siscode-toolbox-for-co-creation-journeys/
https://oecd-opsi.org/toolkits/siscode-toolbox-for-co-creation-journeys/
https://oecd-opsi.org/innovations/use-it/


共通理解の構築を
促進する方法
パートナー間で共通の理解が築かれ、育まれていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 適切なツールやプラットフォームを活用し、課題や重要な目標、イノベーションの
開発・実施に関するステークホルダー間の共通理解を構築する場を開発し、維持
する。

O プロジェクトやイニシアチブの最中に、あらかじめ決められた目標に一方的に縛ら
れることを避けつつ、ステークホルダー間の期待や望みをすりあわせる場を提供
し、進行中のコラボレーションを支援する。

O イノベーションの設計、実施、評価において、情報を共有し、透明性と説明責任を
確保し、ステークホルダー間の協力を可能にする。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

コレクティブ・インテリジェンス・デザイン・プレイブックは、
多様な人々とのコラボレーションを組織化するための活動を
紹介し、ユーザーがデータとテクノロジーを活用して目標を
達成することを支援する。

CASE STUDY  

Etorkizuna Eraikiz（もしくは Building the Future）は、ス
ペインのギプスコア地方政府による不平等削減プロジェク
トである。先見的イノベーション・ガバナンス・アプロー
チを通じて、この戦略は、問題を共通に定義し、解決策を
開発するためのネットワークやパートナーシップを含む協
調的ガバナンス・モデルの構築を目指している。

https://www.nesta.org.uk/toolkit/collective-intelligence-design-playbook/
https://www.etorkizunaeraikiz.eus/en/


イノベーション・エコシステムとの協働を
促進する方法
イノベーション・エコシステムに対する支援・協議・参画は行われていますか？
  

次のことを試したことはありますか？

O イノベーション・エコシステムのステークホルダー（市
民社会、起業家コミュニティ、科学コミュニティなど）
に参画し、必要に応じてチャネルやプラットフォー
ムを構築し、知見を共有し、社会的課題について議
論する。

O 具体的なコミットメントを定義し、公共政策やサービ
スの改善のための共通の取り組みを追求するために、
イノベー ション・エコシステムのパートナーを集め
るイニシアティブを支援・促進する。

O イノベーション・エコシステムから発信されるニーズ、
期待、主張（取り除くべき障害、探求の機会、イノ
ベーショ ン育成における政府の役割を含む）に対し
て、ツールを使用し、シグナルやメッセージを受け
取るチャネルを開くことにより、感度と対応力を拡
大する。

課題を特定する質問に戻る
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O イノベーション・エコシステム・パートナーの願望、
貢献、コミットメントに基づいて、社会の壮大な課
題に取り組むミッションの定義と実行を可能にする。

O パートナー間の信頼関係を継続的に強化し、協力関係
を可視化し、適切な情報の流れを確保し、関係する
すべてのパートナーへのフォローアップを確かにす
る。

TOOLKIT  

Platform Design Toolkit は、従来の製品や
サービスのデザインアプローチではなく、エ
コシステムをベースとした変革的なプラット
フォームモデルの構築を支援することを目的
としている。

CASE STUDY  

"Korean Public Procurement Service" は、
これまで調達システムに参加するための要
件を満たすのに苦労してきた新興企業やベ
ンチャー企業が、公的機関に自社製品を売
り込むためのプラットフォームを利用できる
ようにするため、ベンチャー・ナラ（Venture 
Nara）を設計した。これにより、調達市場へ
の進出を促進し、課題や調達ニーズへの対応
への貢献を示すことができる。

https://oecd-opsi.org/toolkits/platform-design-toolkit/
https://oecd-opsi.org/innovations/venture-nara-cyber-shopping-mall-for-start-up-and-venture-company/
https://oecd-opsi.org/innovations/venture-nara-cyber-shopping-mall-for-start-up-and-venture-company/


多岐にわたる新しい意
見を反映する方法
多岐にわたる新しい意見は反映されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 政策やサービスの設計・実施において、多様な声や創発的な声が考慮されるよう、具体的
な施策や明示的なメッセージを採用する。

O 実施しているパブリック・セクターのイノベーション・イニシアティブの多様性、包摂性、
アクセシビリティを向上させるツール、フレームワーク、実践に注意を払う。

O 政策やサービスをめぐってステークホルダーが推進するボトムアップのプロセスを認識
し、これらを多様な視点と関わり、イノベーション・プロセスに関する学びを収集する
機会と捉える。

O 硬直的な取り決め、過度に形式化された要件、階層的で中央集権的な意思決定プロセスの
排他的な採用に対抗する方法を模索する。

O 多様な立場に配慮し、起こりうる疑念やバイアスに共感を示し、あるイノベーションがも
たらしうる対照的な結果を認識する方法、ツール、テクニックを採用する。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

イニシアチブを包括的にデザインするためには、能力、言語、
所得、文化、性別、年齢、その他の特性など、人間の多様性
の全範囲に注意を払う必要がある。インクルーシブ・デザイン・
カードはそのための基本的なツールである。また、APS のエ
ンゲージメントと参加のためのフレームワークを使って、こ
れらのプロセスに火をつけ、推進することもできる。

CASE STUDY  

メキシコシティは、クラウドソーシングを通じて憲法を共同
開発した。この民主的な試みは、市民を巻き込み、信頼を
築き、憲法策定プロセス全体を通じて多様な視点を取り入れ
た。この運動の結果、進歩的な社会政策と人権を中心に据え
た先進的な憲法が誕生した。

https://oecd-opsi.org/toolkits/inclusive-design-cards/
https://oecd-opsi.org/toolkits/inclusive-design-cards/
https://www.industry.gov.au/publications/aps-framework-engagement-and-participation
https://www.industry.gov.au/publications/aps-framework-engagement-and-participation
https://oecd-opsi.org/innovations/crowdsourcing-the-mexico-city-constitution/


受益者としてのユーザーだけでな
く、パートナーとしてユーザーと協
働する方法
革新的な取組みは、受益者としてのユーザーだけでなく、パートナーとしてのユーザーと一緒に進められています
か？

次のことを試したことはありますか？

O 政策やサービスに関連するイノベーションの優先事項
について、ユーザーに対してニーズや期待を共有す
る機会を与え、ユーザーを中心とした変革プロセス
を確保する。

O 政策やサービスの設計・実施プロセス全体を通じて、
関係者を含む市民やその他のユーザーを関与させ、
タイムリーなフィードバックを提供する。

O 利用者を確実に、包括的に参加させ、意思決定と結果
について情報を提供し続けるために、代替的な参加
形式を支援し、採用する。

課題を特定する質問に戻る
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O 利用者の貢献と参加を、単なる証拠集めや議論ではな
く、意思決定の形成に活用する。

O 実験やテスト試験、パイロットなど、イノベーション
のプロセスに関与するユーザーやステークホルダー
への貢献を認め、フィードバックを提供する。

O 公共機関が採用するユーザー参画のための統合された
事例、ツール、標準化されたガイドラインを共有する。

TOOLKIT  

IDED Design Kit の「イノベーションを起
こすための 3 ステップ・ツールキット（Field 
Guide to Human-Centered Design）」は、
人間中心設計プロセスのさまざまな段階を
ナビゲートするのに役立つダウンロード可
能なリソースとオンラインガイドツールで
ある。

CASE STUDY  

コロンビアの国家計画局は、サービスや規
則、手続きをよりシンプルにわかりやすく
市民に伝えるため、平易な言語（Lenguaje 
Claro）プログラムを開発した。このプロ
グラムでは、公共情報ソリューションの
コミュニケーションを改善し、社会の課
題を解決するための学びを集めるために、
関係者と市民を結びつける手法を採用し
た。

* 編注：原著の URL はリンク切れ。関連
レポートに「The Importance of Clarity」
がある。

https://designthinking.eireneuniversity.org/index.php?ideo
https://designthinking.eireneuniversity.org/index.php?ideo
https://designthinking.eireneuniversity.org/index.php?ideo
http://The Importance of Clarity


原則４

探索・反復・テストを支援して
可能性を追求する
第４の原則を取り入れるうえで、重要となる 4 つの側面：

明確で既知の優先事項や
問題についてのイノベー
ションを支援し、最終的
な結果がどうなるか不明
確な探索的イノベーショ

ンを認める。

パブリック・セクター全
体のレベルでも、個々の
省庁や組織のレベルで

も、ポートフォリオ全体
にわたる調査、反復、テ

ストを確実に行う。
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探索から得られる学習を認
識し捉え、実験やイノベー
ションは単に問題を修正す
るだけでなく、学びのプロ
セスでもあると認知する。

コアシステム（デジタル技
術の活用、予算編成、リス
ク管理、報告など）におけ
る実験の有効性がもたらす
ベネフィットを認識し、ど
のようにベネフィットを得

られるかを探索する。



原則４

探索・反復・テストを支援して
可能性を追求する 

なぜ原則４が重要なのか？

エビデンスに基づく意思決定プロセスでは、政府は、私たちの社会を特徴づける複雑性と変化に留意して意思決定を行い、
それに基づいて行動すべきであることを認めるべきである。即応性のある行政は、特に既成の解決策が限られていたり、
利用できなかったりする場合や、未知のリスク、新たな課題、将来についての不確実性に直面する場合に、その知識を利
用して、そのプロセスやサービスの絶え間ない改善を確保するものである。そのため、第 4 の原則は、政府が探求、反復、
テストを支援する必要性を強調している。

実験は、政府が市民のニーズを先取りして対応し、現在および将来の社会的需要に対する公的対応を改善する上で、大き
な役割を果たす。実験を活用することで、政府は新しいソリューションの可能性について、現実の状況でスケーリングす
る前に証拠を得ることができる。

しかし、実験が公的組織に組み込まれ、効果的に実践されるためには、実験にインセンティブを与える寛容な環境と、新
しく複雑な問題に対処するための好ましい規制や政策の枠組みが整備される必要がある。さらに政府は、市民、市民社会、
その他の関連するエコシステム・パートナーを含む多様な視点を取り入れた実験を明確に推進し、オープンで協力的かつ
持続可能なソリューションが構築・採用されるようにすべきである。
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原則４

探索・反復・テストを支援して
可能性を追求する

次の質問を利用して、あなたの現在のイノベーション能力を評価してみてくだ
さい。ギャップが見つかれば、このプレイブックが現状改善のために取るべき
適切な行動を提示します。

実験的な環境やテスト
が可能な場所が、イノ
ベーションの促進に活
用されていますか？

この領域を
改善する

          他の課題を選ぶ
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安全な場を、実験か
ら得た教訓のテス

ト・学習・共有のた
めに、活用していま

すか？

この領域を
改善する

革新的な取り組みで実
験、テスト、反復が行

われていますか？

この領域を
改善する

公共サービスは未
来志向の手法を取
り入れています

か？

この領域を
改善する



実験的な環境やテストが可能な
場所を確保する方法
実験的な環境やテストが可能な場所が、イノベーションの促進に活用されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O より安全な試行環境を可能とする、実験的な環境やテストが可能な場所（サンドボッ
クスとテストベッド）を確保する取組を導入すること。

O 環境やコストの制約の下で潜在的な利得を模索したり、公共サービス・公共政策の
設計や執行の在り方をアップデートしたり、革新的な解決策の開発・実行のリスク
を低減したりする観点から、サンドボックスやテストベッドの利益を強調すること。

O 既存の方策が実験を断念させたり阻害したりするような場合には、実験目的に特化
した革新的な調達方法や予算を採用するなど、形式主義を断ち切る代替策を講じる
こと。

O 革新的なアプローチをテストするためにサンドボックスやテストベッドを採用し、
肯定的な結果を利用して採用の根拠を示したり、得られた教訓を活かして次の試行
を改善したりすること。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

サービス・サンドボックスは、個々人が具体的かつ双方向
的な方法でデジタルサービスを探求できる、視覚的で遊び
心のある共創ツールです。このツールにより、サンドボッ
クスを使って、既存のサービスのテストや新たなサービス
の創出を行うことが可能です。

CASE STUDY  

欧州委員会の相互運用性テストベッドは、市民や企業、行政
に提供されたデジタルサービスをテストするためのスペース
を提供しています。このテストベッドにより、サービスに相
互運用性があることが保証されれば、国境を超えるような、
開かれた共有可能な適応性のある実験ツールを通じて、情報
フローにおける標準形の推進が加速されます。このテストベッ
ドは、OECD、OPSI、モハメド・ビン・ラシッド政府イノベー
ションセンター（MBRCGI）が開発した「国境を越えた政府
イノベーションの実現」の報告書でも取り上げられています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/the-service-sandbox/
https://ec.europa.eu/isa2/solutions/interoperability-test-bed_en/
https://cross-border.oecd-opsi.org/reports/surfacing-insights-and-experimenting-across-borders/
https://cross-border.oecd-opsi.org/reports/surfacing-insights-and-experimenting-across-borders/


実験のための安全な場を確保する方
法
安全な場を、実験から得た教訓のテスト・学習・共有のために、活用していますか？

次のことを試したことはありますか？

O 実験が計画通りに進まない場合でも、リスクを取り、実験から学ぶための安全な
スペースとして機能するような、イノベーションのラボ、ユニット、チームやプ
ログラムを創り、支援すること。

O 公共組織や関係者の間で安全なスペースの利用を可視化し、奨励すること。

O イノベーションのラボ、ユニット、チームを活用して、パブリックセクターの興
味を喚起し、管理された範囲で実験を行い、リスクを取り、革新的な解決策を講
じるためのアジャイルかつ具体的な方法を継続的に推進すること。

O イノベーションのラボ、ユニット又はチームを、実験の実践方法を紹介したり、
特筆すべき具体的な事例の知見を得たりするプラットフォームとして活用するこ
と。

O 安全なスペースや実験的なプロジェクトを通じて開発・テストされた方法論や解
決策を、パブリックセクターの他の状況においても学び、共有し、再現できるよ
うにすること。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

バリデーションガイドには、前提条件マッパーや実験実施
カードなど、アイデアや製品を反復的な方法でテストするた
めの実験の設計と実施のためのガイダンスやツールが含まれ
ます。

CASE STUDY  

デンマークのフリーコミューネフォーソーグは、選定した自
治体を国家規制の対象外とするとともに、自治体が自由に実
験し、新たな解決策をテストし、新しいアプローチを導入す
る機会を与えています。これについては「デンマークのパブ
リックセクター・イノベーションスキャン」で詳しく調べる
ことができます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/validation-guide/
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2021/03/Public-Sector-Innovation-Scan-of-Denmark.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2021/03/Public-Sector-Innovation-Scan-of-Denmark.pdf


実験・テスト・反復を促進する方法
革新的な取り組みで実験、テスト、反復が行われていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 特に、既存の規制メカニズムや行政のガイドラインあ
るいは開発プロセスによって明確な道筋やはっきり
した答えが出ない場合に、複雑で不確実な初めての
状況を乗り越える手段として、サンドボックスやテ
ストベッドを活用して実験を継続的に導入すること。

O 利用者ニーズの研究やプロトタイプやパイロットの開
発を行うことを含め、革新的なプロジェクトの実験
の導入を優先し支援すること。

O 公共機関や関係者が実験的なアプローチを導入し、実
験の調整や再現をすることができるようなツールや
手法を収集し、提供すること。

課題を特定する質問に戻る
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O 解決策や政策、サービスを実施する前に、その意義を
理解し、失敗から学び、結果を実証する手段として、
テストやインプットの収集を行うこと。

O 実験から得られた教訓や結果、解決策が、改善・反復・
拡張できるよう、パブリックセクターで保持・管理
され、アクセス可能となるようにすること。

O 実験が、リスクを取る文化を支え、利用者中心のサー
ビスに向けた改善を進め、イノベーションを効率化
することにどう貢献しているかを実証すること。

TOOLKIT  

デザインメソッドツールキットは、短期間
の反復（スプリント）でデザインリサーチ・
思考・実験・創出を計画し実行するための
方法を説明するカードの集まりです。

CASE STUDY  

アイスランドのデジタル庁は、機構や利用
者とともにデジタルサービスの製作を実験・
テストし、繰り返し実施しています。この
プロセスでは、利用者体験を重視し、アジャ
イル作業フェーズと繰り返しを応用して、
最善の結果に向けて取り組んでいます。

https://oecd-opsi.org/toolkits/design-method-toolkit/
https://island.is/en/o/digital-iceland


未来志向を強化する方法
公共サービスは未来志向の手法を取り入れていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 公的機関の困難を乗り越える力や、積極性、将来性を確実とするようなアプローチを
推進・導入すること。

O 先見的なイノベーション、戦略的な見通し、その他の将来志向の手法を活用して、将
来に対応した行政を構築すること。

O 公的機関や関係者が、わずかな兆候を見逃さず、トレンドを特定し、将来への先見的
なアプローチを導入できるよう、必要なスキルとツールを広めること。

O 関係者や管理職がイノベーションに対する責任ある持続可能なアプローチを支持する
ことの重要性を強調すること。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

リビングフューチャーズ：シナリオキットは、将来の社会
について理解し、議論し、形成していくためのデザインツー
ルです。このアプローチにまず接触することを促進するた
め、LabX が OPSI のインキュベータープログラムを通じ
て開発したアンティシパトリー・イノベーション・スター
ター・キットを利用することもできます。また、コロンビ
アの公共機能部も、関係者に対して未来思考を促進するた
めのツールキットを提供しています。

CASE STUDY  

アンティシパトリー・イノベーション・ガバナンス（AIG）は、
政府が広範な統治機能の一部として、可能性を積極的に模索
し、実験し、持続的に学ぶことを可能にしています。戦略的
な見通しなどのアプローチを活用することで、AIG は政府が
将来に関する情報を整理し、現在の意思決定に役立てるのを
支援します。スロベニアの人材マネジメント・シナリオや、
アイルランドの戦略的将来予測システムへの取組など、最近
の事例をご覧ください。

http://リビングフューチャーズ：シナリオキット
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2020/11/AnticipatoryInnovationGovernance-Note-Nov2020.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2021/10/Slovenia_Talent_Management_Scenarios_Final.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2021/05/Strategic-Foresight-in-Ireland.pdf


原則 5

経験からの教訓を広め、
実践法を共有する

第 5 の原則を取り入れるうえで、重要となる５つの側面：

イノベーションのプロ
セスを学んで着実に進
め、イノベーション

の価値を測定するため
に、適切な評価手法を

確立する
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イノベーション活動から
の学びを体系的に共有す
る（たとえイノベーショ
ンが「期待通りの成果を
出さなかった」場合でも）

市民や現場スタッフから
の意見を集め、継続的

な学びを支援するための
フィードバック・ループ

を開発し、維持する

関係者がお互いに学び合
い、互いの知見を取り入
れ助け合うために、ネッ
トワーキングとぴあ／
ラーニングを奨励する



第 5 の原則は、教訓の普及と実践の共有の重要性を強調しています。知見の共有はすでに政府によって実施されていますが、
イノベーションを生み出すには、単なる散発的なコミュニケーションの機会ではなく、より体系的なアプローチが必要です。
知見の共有と普及は、単なる優良事例の伝達以上のものであり、当初の期待に沿わなかったり却下されたりしたイノベー
ションをも包含すべきです。

関係者のネットワーキングを促すことで、学びをより広範囲に、理想的にはリアルタイムで普及させることができます。ネッ
トワークによって、知識の循環が起こるだけでなく、信頼構築のために不可欠な、水平的な関係づくりと仲間同士の対話
が促進されます。こうした草の根の関係づくりによって、イノベーションを生み出すのに有利な環境が形成されやすくな
るほか、波及効果が生じ、成功した解決策を拡張するためのプラットフォームが生まれるのです。

イノベーションの評価・改善にあたっては、測定、評価手法、手順の導入が役に立ちます。サービスや政策のパフォーマ
ンスをより着実に評価できるようになるだけでなく、こうしたプロセスは利用者や関係者のフィードバックを捉えるのに
適していることから、継続的な学習や、手近な解決策の持続的な改善ができるようになります。特に、これらのプロセス
が特定の状況に合わせて設計されている場合には、パブリックセクターや社会に好影響を与えるための革新的な実践方法
の改善やより優れた方法の考案に役立つことがあります。

原則 5

経験からの教訓を広め、
実践法を共有する

なぜ第 5 の原則が重要なのか？
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原則 5

経験からの教訓を広め、
実践法を共有する

次の質問を利用して、あなた
の現在のイノベーション能
力を評価してみてください。
ギャップが見つかれば、この
プレイブックが現状改善のた
めに取るべき適切な行動を提
示します。

他の課題を選ぶ
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イノベーション
に関する話や事
例は共有されて

いるか？

この領域を
改善する

部署間の連携や横断的
な業務に対して、支援
が行われているか？

この領域を
改善する

パブリック・セク
ターでイノベー

ションを生み出す
ためのネットワー

クはあるか？

この領域を
改善する

学びや失敗を記
録しておくため
の制度・システ
ムはあるか？

この領域を
改善する

イノベーションがも
たらす利益は提示さ
れ、学びが共有され

ているか？

この領域を
改善する

イノベーショ
ンがもたらす
利益は提示さ
れているか？

この領域を
改善する

イノベーションの評
価・測定がプロジェ
クト開始時から活動
内容に組み込まれて

いるか？

この領域を
改善する



イノベーション事例の伝え方と、その
内容に合わせたコミュニケーションを
改善する方法
イノベーションに関する話や事例は共有されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 利用者、受益者や利害関係者にもたらされるイノベーションの結果、価値を理解すること。

O イノベーションによってもたらされた経験、結果、価値を、市民と関係者に見える化すること。

O 革新的な取組について明確なメッセージを共有し、活動と結果について関係者と開かれたコミュニ
ケーションをとること。

O イノベーションについて分かりやすい方法でストーリーを語り、代替的ストーリーテリング、デー
タの視覚化、クリエイティブなコミュニケーション手法を使用すること。

O 経験知を開かれた場で議論するためのイベントや取組を企画し、成果に敬意を払い、新たな関係者
にアプローチする。

O 効果的なコミュニケーションを行うため情報過多にならないよう心がけ、重要な学びや創造された
価値に焦点を当てること。

O 「スターイノベーター」や名の知れたヒーローのみに焦点を当てるのではなく、イノベーションにま
つわる「小さなストーリー」にも留意し、関係者の日々のイノベーションの努力をはっきりとした
事例として扱い、認識すること。

課題を特定する質問に戻る

52         INNOVATION PLAYBOOK   |  HOW TO IMPROVE  

TOOLKIT  

ユーザーエクスペリエンス・デザイン サービス - シーンは、
製品やサービスに関する視覚的なストーリーを、効率的に、
協働して、繰り返し創り出すためのツールと方法を提供しま
す。

CASE STUDY  

国連パブリックサービス・イノベーションハブは、世界中の
イノベーションプロジェクトに関するストーリーを共有する
オンラインのプラットフォームを提供しています。特に、こ
のプラットフォームは、タイ、チャド、ガーナといった国々
のパブリックサービスの受賞者のプロジェクトに焦点を置い
ています。グローバルな関係者にアイディアを共有・普及す
ることで、このプラットフォームはイノベーションプロジェ
クトの可能性と潜在力を見える化しています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/user-experience-design-services-scenes/
https://publicadministration.un.org/unpsa/database/Special-Category-on-covid-19-response/On-the-frontlines-during-covid-19


部門間の協力と横断的な業務を促
進する方法
部署間の連携や横断的な業務に対して、支援が行われていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 知識、人材、リソースの共有を促進するため、
部門間の協力相互信頼を支援する。

O 明確なメッセージを発信し、必要な法的・経営
的取り決めを確立するなど、協働の任務、ビ
ジョン、正当性を明確にする。

O 横断的な課題や難問に対処するために柔軟な
ワークグループを活用し、既存のプロジェク
トやチームに対して追加的または専門的なサ
ポートを提供する。 
 
そのためには、共通に定義された目的、コミッ
トメント、仕事の配分、知識とリソースの共有
が必要である。

課題を特定する質問に戻る
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O そのようなイニシアティブは、友好的な会話にと
どまらず、現実的な成果に向けて取り組むべき
であることを念頭に置きながら、異なる部門や
分野を結びつける横断的な業務やミッションを
開発する。

O 持続可能性を最優先とし、アクセス条件を明確に
した上で、各部門間での知識共有や資源の共有
を可能にするチャネル、プラットフォーム、規
則を模索し、開発する。

TOOLKIT  

ミッション志向のイノベーションは、社会の壮大な課題に取
り組むために、異なる部門や分野を統合するような横断
的な業務を支えます。OECD のミッション・アクション・
ラボは、ミッション志向のイノベーショ ンに関する知識、
実践、経験を促進します。

ミッション・アクション・ラボは、ミッション指向のイノベー
ションに関する知識と実践、経験を高め、各国における部
門間及び学問間の協力を強化します。ミッションを立ち上
げ、推進する方法については、ミッション・プレイブックを
ご覧ください。

CASE STUDY  

ドイツ労働社会省は、高優先度の政治プロジェクトを推進す
る手段として、現在人員不足に悩む同省の全部門を支援する
フレキシ・チームを創設しました。そうすることで、フレキシ・
チームは人材ニーズに迅速に対応し、業務や仕事の引き継ぎ
をサポートし、知識の移転を支援し、柔軟で機敏な手続きに
基づく未来志向の職場環境のロールモデルとしての役割を果
たすことができます。

https://oecd-opsi.org/work-areas/mission-oriented-innovation/
https://oecd-opsi.org/work-areas/mission-oriented-innovation/
https://ddc.dk/tools/missions-playbook-a-design-driven-approach-to-launching-and-driving-missions/#
https://oecd-opsi.org/innovations/flexi-team/


組織の経験や知識を活用する方法
学びや失敗を記録しておくための制度・システムがありますか？

次のことを試したことはありますか？

O 革新的な取り組みを文書化し、将来のプロジェクトに役立てる。

O 革新的な取り組みに着手する際に、入手可能な情報や知識を活用し、同様の課題に対処し
た他の公共組織やチームから学ぶ。

O 利用者がアクセスしやすい形式で、経験や教訓を収集・共有するために、公共組織や関係
者のためのプラットフォームやリポジトリを確立する。

O 関係者や管理職の間で、教訓を生み出し、管理し、共有する文化を促進し、大切にする。

O 会議やイベントを、組織の記憶を構築・活性化し、多くの聴衆を巻き込み、経験、情報、
知識を共有する機会として活用する。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

クリエイティブ・ビューロクラシー・コンテンツ・ライブラリー
では、テクノロジーやデータから組織文化に至るまで、パ
ブリック・セクターのさまざまな分野で変革を促すための
ビデオ、共有事例、教訓を包括的に集めています。

CASE STUDY  

南アフリカのパブリック・セクターイノベーション・センターは、
パブリック・セクター賞プログラムを通じて、パブリック・
セクターのイノベーション・プロジェクトに関する制度的記
憶を構築しています。このプログラムでは、表彰だけでなく、
選ばれたプロジェクトを複数のプラットフォーム（年次会議、
ウェビナー、ワークショップ、「Ideas that Work」ジャーナル）
で共有しています。多くのプロジェクトが、複製される可能
性のあるものとして選ばれ、インパクト、費用対効果、意図
せざる結果をよりよく理解するために調査されます。

https://creativebureaucracy.org/library/
https://www.cpsi.co.za/


イノベーションの恩恵を提示する
方法
イノベーションがもたらす恩恵は提示されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 公共組織、チーム、パブリック・セクターの職員間で成功したアプローチやソリューショ
ンの共有を推進し、イノベーションを具現化し、拡大する。

O 失敗への恐れを克服する手段として、良いイノベーションも悪いイノベーションも、そ
の経験や成果 にまつわるオープンな議論を正当化し、推奨する。

O チーム間、組織間、セクター間の関連データ、手順、ツールの交換を推奨する。

O データ、情報、知識を公共組織間で共有するためのプラットフォームやリポジトリを開
発し、容易なアクセスと継続的な更新・改善を確保する。

O 関係者とチームが経験を共有し、振り返り、学びを確立し、将来の改善の機会を明確に
するための体系的な場を提供する。

O イノベーション・イニシアチブを開始した時点から、対象者に成果を示す機会を設け、
明確なコミュニケーションを行うためのリソースとアプローチを確保する。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

OPSI ケーススタディプラットフォームは、世界中のパブリッ
ク・セクターのイノベーションプロジェクトを紹介していま
す。ケースの閲覧したり、様々な教訓を収集できたりしま
す。データベースを拡大するために、ぜひあなたの国のケー
スも追加してください。

CASE STUDY  

OPSI は、世界中の行動洞察（BI）プロジェクトへのアクセス
を提供するインタラクティブマップを開発しました。この
マップには、さまざまな BI ツールと実験的方法論を使用し
て公共政策の課題を解決するために適用される進行中およ
び完了した BI プロジェクトが表示されます。

https://oecd-opsi.org/case_type/opsi/
https://oecd-opsi.org/bi-projects/


イノベーション・ネットワークを
改善する方法
パブリック・セクターでイノベーションを生み出すためのネットワークはありますか？

次のことを試したことはありますか？

O 地域社会を巻き込み、共通のニーズや課題に関する共
同努力や実践的な協力の機会を創出するためのネット
ワークを開発・支援する。

O ネットワークを活用し、関係者の間で信頼、変化への
意欲、実験的な文化を育み、「優れた実践」だけでなく、
うまくいかなかった点や今後の取り組みで強化できる
点についての教訓も共有する。

O イノベーションの取り組み、スキル、知識を共有し、
拡大するためにネットワークを活用する。

O ネットワークの優先事項と目標を明確かつ具体的に設
定する。

O ネットワークを管理し、設立後も維持するための支援
と資源を確保する。

課題を特定する質問に戻る
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O ネットワークがそれぞれの専門分野に閉じこもらない
ようにする方法、すなわち、テーマや 焦点分野を超
えて協力的に提携する交差点や機会を検討する。

O ネットワークメンバー間で、活動や目標を含め、ミッ
ションに最適な非公式性レベルを話し合う：非公式な
集まりやオープンな参加から、規定されたメンバー
シップや、認められた加入者だけの独占的なアクセス
まで、あらゆる可能な選択肢を検討する。

O パブリック・セクターのネットワークを活用し、協働
と相互接続に基づく代替的な働き方を模索し、ケース
を構築する。

TOOLKIT  

コレクティブ・アクション・ツールキットは、
地理的に分散した人々のグループが組織化
し、協力し、地域社会に影響を及ぼす問題の
解決策を生み出すことを可能にする一連の活
動と方法です。

CASE STUDY  

チリの Laboratorio de Gobierno が推進・
管理する Network of Innovators には、関係
者や管理職を含む 19,000 人以上のメンバー
がいます。このネットワークは、関係者がつ
ながり、協力し、手法やツールについて学び、
複製や重複する努力を避けるために経験や解
決策を共有することを可能にしています。

https://oecd-opsi.org/toolkits/collective-action-toolkit/
https://lab.gob.cl/otro-angulo#language-selectors


イノベーションの取り組みから得た
知見を共有し、進化させる方法
イノベーションがもたらす恩恵は提示され、学びが共有されていますか？

次のことを試したことはありますか？

O イノベーションの過程の一環として、関係者や組織の間で学んだ教訓（良いことも悪いこ
とも）の共有を保護・促進する。

O 革新的な取り組みから得られた教訓、経験、成果を、部門を越えて、および／またはパブ
リック・セクターのネットワークを利用して共有する。

O チーム間、組織間、部門間のデータ、手順、ツールの交換を推奨する。

O 失敗への恐れを克服する手段として、安全な空間でのオープンとディスカッションを合法
化する。

O 関係者や管理職の間で教訓を共有する文化に貢献するスキルや態度を採用し、促進する。

O 利用者の意見を認識するためのフィードバック・チャンネルを開設し、公共組織が利用者
の意見や洞察を認識する直接的かつ常時な接続を確保し、それらを用いて新たな課題を
特定し、サービスの提供と効率を継続的に改善するために利用できるようにする。

課題を特定する質問に戻る
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TOOLKIT  

人権高等弁務官事務所（OHCHR）は、知識共有を強化するた
めの手法やツールをわかりやすく紹介し、革新的な取り組み
で学んだ教訓を広めるために活用できるよう、「共有、学習、
革新！」ツールキットを作成しました。

CASE STUDY  

2018 年以来、サンパウロ市は「Copicola」プログラムを
利用して、全部門にわたる学識を集めています。この知
識管理プラットホームは、成功した介入策を再現し、過
去の試みから学ぶために、時間とリソースを節約するた
めに、ユーザーが既存の事例を共有し、依拠することを
可能にします。

http://acnudh.org/wp-content/uploads/2011/11/slitoolkit.pdf
https://copicola.prefeitura.sp.gov.br/copicola/home


プロジェクト開始時からイノベーショ
ンの評価と測定を取り入れる方法
イノベーションの評価・測定は、プロジェクト開始時から活動内容に組み込まれていますか？

次のことを試したことはありますか？

O 革新的な取り組みやプロジェクトから生じる成果や影響
を評価することの重要性を認識させ、イノベーション
に関する確証に基づく意思決定を支援する。

O 公共組織や関係者がイノベーションを評価・測定できる
ように、データリテラシーとスキル開発を促進する。

O 評価・測定イニシアチブの目標と焦点を明確に定め、無
差別なデータ収集よりも、関連性があり利用可能なデー
タの利用を優先し、可能な限り既存のデータを利用す
る。

O 関係者が取り組みの影響を理解させる一方で、柔軟で進
化する目標と指標の必要性を含めた、実現可能の評価
と測定に対する現実的な期待を定義する。

O 評価と測定の取り組み前提条件や要件が多すぎると、こ
れらのプロセスの具体化を阻害し、限定された専門的
な集団へのアクセスと理解を制限する可能性があるた
め、避けるべきである。
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O 公共サービスのパフォーマンスと経験の量的・質的側
面を含む、イノベーションの多様な影響を考慮した、
評価と測定のための多様な方法を探求する。

O 評価・測定の取り組みの結果とフィードバックを、公
的機関や関係者、およびそれらの取り組みにデータと
時間を提供したすべてのパートナーに提供する。

O 継続的な改善の機会を特定し、それを維持するための
方法として評価と測定を活用することで、意思決定や
戦略的な舵取りのための強固で有用な証拠を提供し、

「エラー」や「失敗」を管理・制裁するためのデータ
利用から脱却する。

課題を特定する質問に戻る

TOOLKIT  

イノベーション評価ツールキットはイノベー
ションを評価するためのデータ、情報、証
拠を明確にし、計画・収集し、活用するた
めの一連のツールであり、また学びと結果
の広まりを促進します。

CASE STUDY  

コペンハーゲン・マニュアルは、20 カ国が参
加した国際的な共創活動から生まれたもの
で、各国がパブリック・セクターのイノベー
ション・データを収集・分析するのを支援す
るものです。これは、特定のパブリック・セ
クターの状況に適応したイノベーションの評
価、測定、評価アプローチの開発に焦点を当
てたイニシアティブが世界中に広がっている
ことを反映しています（チリ、チェコ共和国、
デンマーク、フィンランド、オランダ、ニュージー
ランド、ノルウェー、ポルトガル、スペイン（ア
ラゴン）など）。

* 編注：原著にあったオーストラリア、コロ
ンビア、ドイツ、アイスランド、スウェーデン、
スイスはリンク切れのため割愛

https://oecd-opsi.org/toolkits/evaluating-innovation-toolkit/
https://innovationbarometer.org/copenhagen-manual/
https://www.lab.gob.cl/otro-angulo#language-selectors
http://kvalitavs.cz/survey-on-innovations-in-czech-public-administration/
https://co-pi.dk/media/49950/guide-to-evaluating-public-sector-innovation-coi.pdf
https://www.kuntaliitto.fi/julkaisut/2019/2009-innovaatiobarometri-2018
https://www.kennisopenbaarbestuur.nl/documenten/rapporten/2021/11/11/dutch-government-innovation-barometer-2021
https://www.innovationgps.co.nz/
https://www.innovationgps.co.nz/
https://www.digdir.no/innovasjon/innovasjonsbarometeret/2300
https://www.ama.gov.pt/documents/24077/228618/ama_micro_relatorioInovX_EN_20201007.pdf/86bb9892-9dc7-41c4-a44a-5ae403536deb
https://modelohip.net/
https://modelohip.net/


一緒にこの旅を続けましょう！
このプレイブックは、世界中の関係者や専門家から寄せられた広範な共創プロセスに基づいて設計されました。 
今後、パブリック・セクターのイノベーションを強化するためのこの旅に、皆様もご一緒できることを願っています。

プレイブックを自分の文脈に適用 

このプレイブックは、その名にふさわしいあらゆるプ
レイブックと同様、現場で活用されることを意図して
います。トップ層や中間管理職を対象としたこのプレ
イブックは、パブリック・セクターの課題に対する具
体的な行動を特定するのに役立ちます。

私たちのテンプレートを使用して、共同セッションで
ハンドブックを活用し、チームと直接連携することを
お勧めします：ファシリテーション・ガイド +　MURAL

フィードバックの共有
このプレイブックはまた、現場での実施からのフィー
ドバックを受け入れる実験でもあります。あなたが
持っているどんなアイデアや疑問、質問も歓迎しま
す。あなたのフィードバックは、我々の継続的な改
善と学習にとって非常に貴重なものとなります。

フィードバックフォームからあなたの経験を共有して
ください。
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プレイブックを翻訳
プレイブックのアクセシビリティ向上を手伝っ
てください！あなたの母国語に翻訳することで
貢献が可能です。プレイブックやイノベーショ
ン宣言はすでにギリシャ語、ラトビア語、スペイ
ン語、ポルトガル語、ブラジルポルトガル語に翻訳
されています。

あなたから、プレイブックを自分の言語に翻訳
する計画について聞けるのを楽しみにしていま
す。

https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2022/02/Innovation-Playbook-Facilitation-Guide_May2022.pdf
https://oecd-opsi.org/work-areas/declaration/
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2018/11/OECD-Declaration-on-Public-Sector-innovation-Greek.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2018/11/Declaration-on-Public-Sector-Innovation-Latvian.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2023/06/OPSI_Playbook_fa-ESPANOL-completo.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2023/06/OPSI_Playbook_fa-ESPANOL-completo.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2018/11/OECD-Declaration-on-Public-Sector-Innovation_Portuguese-Version.pdf
https://oecd-opsi.org/wp-content/uploads/2018/11/Declaration-on-Public-Sector-Innovation-Latvian.pdf
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